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□事業の取組内容・目標 

番
号 

事業名称 
（担当課） 

事業の内容 参考指標 
実績 計画（年度） 

H30 R2 R3 R4 R5 R6 

1 

子どもの体験事業 
（公民館） 

公園や市施設において「子ど
も体験講座」「学習体験収
穫」「わんぱく団活動」などを
行う。 
※対象学年…講座による 

子ども体験講座延べ参加人
数（人）  

146 維持   
 

 

同（生涯学習課） ※対象学年…小学３年生
から中学３年生 

清里山荘自然体験教室参
加人数（人）  61 維持  

 
  

同（経済課・農業委員
会） 

※対象学年…小学校による 学童収穫体験事業参加児
童数（人） 

1,713 維持     

同（児童青少年課） ※対象学年…小学１年生
から小学６年生 

わ ん ぱ く 団 活 動 参 加 人 数
（人）  

76 維持     

わんぱく号参加人数（人） 351 維持     

同（図書館） ※対象学年…小学５年生
から中学３年生 

小・中学生の１日図書館員・
職場体験学習者数（人）  

19 維持     

2 

各種スポーツ事業 
（生涯学習課） 

親や指導員も参加し、子ども
との交流を図れるよう「少年
少女野球教室」「ジュニアサッ
カーフェスティバル」「親子体操
教室」などを実施する。体育
協会との連携により、少年少
女スポーツ団体に対し、財政
的支援を行う。 

少年少女野球教室、ジュニア
サッカーフェスティバル、親子体
操教室、水泳教室などの延べ
参加者数（人） 

458 維持   
 

 

上記以外の新規プログラムの
実施 

検討 検討   
 

 

3 

図書館事業 
（図書館） 

子どもと本を結び付けるため
に、おはなし会や各種行事を
開催する。（おはなし会・おた
のしみ会・工作会） 

おはなし会参加人数（人） 1,493 維持     

おたのしみ会参加人数
（人） 

255 維持   
 

 

夏休み工作会参加人数
（人） 

18 維持  
 

  

4 

はけの森美術館教育普
及活動 
（コミュニティ文化課） 

はけの森美術館の展覧会の
開催にかかる関連企画及び
教育普及活動としてのワーク
ショップ、鑑賞教室、学校への
出前授業などを通し、子ども
が美術を中心とする芸術活
動に出会い、体験し、ゆたか
な感性を育むことに努める。 

ワークショップ、鑑賞教室、学
校への出前授業等の延べ実
施回数(回) 

27 維持  
 

  

※上記の他に、学校では、教育課程の中で演劇鑑賞や音楽発表会、移動教室など様々な機会を通した体験活動を推進しています。 

 

2-3.子どもの居場所と交流の場を充実します 

核家族や地域社会でのふれあいの機会が減少する中で、子どもや子育て家庭の不安や孤立感を軽減するた

め、子ども同士や親子が気兼ねなく集い、つながりあうことのできる場が求められています。 

子どもが一人で安心して過ごせたり、ゆるやかな交流の中で気の合う仲間づくりができるよう、子どもの

生活圏を踏まえた子どもの居場所と交流の場を充実します。 

子どもの居場所と交流の場の充実にあたっては、家庭・地域・教育関係者・行政が協働して進めるための

仕組みづくりに取り組むとともに、対象とする子ども（高学年児童、特別な配慮が必要な子ども、不登校児

等）や担い手等の検討課題について、関係者により継続的な検討を行います。 
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□事業の取組内容・目標 

番
号 

事業名称 
（担当課） 

事業の内容 参考指標 
実績 計画（年度） 

H30 R2 R3 R4 R5 R6 

1 

子どもの居場所づくりの推
進 
（子育て支援課・児童青
少年課） 
＜重点事業＞ 

子どもの居場所に関するネッ
トワークづくりを進めるととも
に、子どもの居場所のあり方
について関係者により継続的
検討を行うことにより、子ども
の居場所の推進体制を整備
する。 

子どもの居場所に関するネ
ットワークづくり 

－ 実施  
 

  

関係者による子どもの居場
所のあり方の継続的検討 

－ 実施  
 

  

子どもの居場所のあり方の検
討を踏まえ、子どもや保護者
が気軽に立ち寄れる地域の
居場所づくりを推進し、孤立
しない、地域とつながり、地域
全体で家庭を支援する環境
を整備する。 

子どもの居場所づくりの推
進 

－ 検討 実施 継続 
 

 

2 

児童館事業 
（児童青少年課） 
＜重点事業＞ 

子どもの健全育成として、小
学生対象のグループ活動など
のほか、中・高校生事業、子
育て支援、子育てグループの
活動支援などについて、開館
時間の延⾧も行い実施する。
新たな児童館の整備を含め
た児童館の在り方を検討す
る。 

来館者数（人） 98,875 漸増 
 

   

開館延⾧時の利用者数
（人） 

18,096 漸増  
 

  

3 
冒険遊び場事業 
（児童青少年課） 

自然の中で子どもが自由な
発想で自由に遊べる場（プ
レーパーク）を提供する。 

プ レ ー パ ー ク 来 場 者 数
（人） 

19,390 漸増  
 

漸増  

4 

校庭、公園等遊べる場の
整備等 
（環境政策課） 

子どもから高齢者までの憩い
の場・交流の場、青少年が安
心して遊べる魅力ある場の確
保と環境づくりを行う。 

公園内の樹木や植栽の管
理 

実施 継続  
 

  

公園内遊具の点検・修理 実施 継続     

同（生涯学習課） 遊び場開放延べ参加者数
（人） 

8,776 漸増  
 

漸増  

登録団体開放延べ参加者
数（人） 

55,294 漸増  
 

  

5 

子どもの公共施設の利用
（公民館） 

公民館、体育館等、子どもだ
けでも利用できる公共施設の
充実を図る。 

子どもの公民館利用の促
進 

検討 実施 継続  
 

 

同（生涯学習課） 総合体育館・栗山公園健
康運動センターでの中学生
以下の利用者数（人） 

53,531 維持   
 

 

6 

子ども食堂推進事業 
（子育て支援課） 

子ども食堂を運営する団体に
対し、その経費の一部を補助
することにより、地域の子ども
たちに食事及び交流の場を
提供する取組について、安定
的な実施環境を整備し、地
域に根差した活動を支援す
る。 

補助支給団体数（団
体） 

－ 3 漸増  
 

 

7 

中高生の余暇活動支援 
（児童青少年課） 

中・高生世代の余暇活動を
を支援し、居場所と交流の場
を提供する。 

児童館夜間開館事業延べ
参加者数（人） 

1,016 漸増  
 

  

バンド室利用延べ人数
（人） 

446 漸増 
 

   

同（公民館） 若者コーナー延べ参加者
数（人） 

350 維持   
 

 

※上記の他に、施策 5-2 において子どもの地域交流の場の事業を掲載しています。 
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きめ細やかな取組みを実施し、ひとり親家庭の生活の安定と子どもの健やかな成長を支援します。 

ひとり親家庭ならではの不安に対しては、3-3 において、親子の居場所づくりの観点からも支援します。 

 

□事業の取組内容・目標 

番
号 

事業名称 
（担当課） 

事業の内容 参考指標 
実績 計画（年度） 

H30 R2 R3 R4 R5 R6 

1 

ひとり親家庭へのホーム
ヘルプサービス派遣 
（子育て支援課） 
＜重点事業＞ 

義務教育修了前の子どもが
いるひとり親家庭で、家事ま
たは育児などの日常生活に
支障がある場合、ホームヘル
パーを派遣する。 

周知や広報等の実施 実施 継続 拡充  
 

 

利用世帯数（世帯） 5 漸増  
 

  

2 

ひとり親家庭の相談事
業 
（子育て支援課） 

母子・父子自立支援員を配
置し、経済上や生活一般に
関する相談や自立に必要な
支援を行う。 

相談件数（件） 5,425 維持  
 

  

3 

母子生活支援施設へ
の入所支援 
（子育て支援課） 

児童（18歳未満）の養育
が十分にできない母子家庭
に対し、経済的事情にかかわ
らず、母子生活支援施設へ
の入所支援を行う。 

必要とする世帯が利用できる
相談支援体制の維持 

実施 継続  
 

  

4 

ひとり親家庭を対象とし
た自立支援給付金支
給事業 
（子育て支援課） 

ひとり親家庭の母又は父が
就職する際に有利な資格の
取得を推進するため、給付
金を支給し経済的負担の軽
減を図る。 

母子及び父子家庭自立支援教
育訓練給付金支給件数（件） 

3 維持     

母子及び父子家庭高等職業
訓練給付金支給件数（件） 

3 維持  
 

  

高等学校卒業程度試験合格
支給給付金支給件数（件） 

0 漸増  
 

  

 

4-2. 特別な配慮が必要な子ども（障がい児等）と家庭を支援します 

特別な配慮が必要な子ども（障がい児等）の保育や教育ニーズに応えるためには、きめ細かな配慮と十分

な支援体制が必要となります。 

保育所や学童保育所において、受け入れ体制の充実に努めます。また、一人ひとりの子どもの特徴に沿っ

た発達を支援するために、子どもの障がいや特別ニーズの早期発見・早期対応、児童発達支援センターにお

ける事業実施、特別支援教育の環境整備などに取り組みます。 

 

□事業の取組内容・目標 

番
号 

事業名称 
（担当課） 

事業の内容 参考指標 
実績 計画（年度） 

H30 R2 R3 R4 R5 R6 

1 

認可保育所での障が
い児保育 
（保育課） 
＜重点事業＞ 

公立保育所および民間保育
所の全園で、可能な限り障
がい児の保育を行う。 

公立保育園の障がい児入所
人数（人） 

13 漸増  
 

  

民間保育園の障がい児入所
人数（人） 

28 漸増  
 

  

2 

学童保育所での障が
い児保育 
（児童青少年課） 
＜重点事業＞ 

学童保育所全所で障がい児
の保育を行う。 希望人数に対する受入者数の

割合（％） 
100.0 維持  

 
  

3 

障がい児の緊急・一時
預かり 
（保育課） 
＜重点事業＞ 

保護者の病気などで障がい
のある子どもの一時的な預か
りを必要とした場合、保育所
や障がい者の施設で一時的 

保育所での障がい児の緊急・
一時預かりの実施 

検討 検討  
 

  

 


